
そっとバケツを傾けて稚魚を放流する能登高生

能都ロータリークラブがヤマメ放流

　4 月２1 日、能都ロータリークラブの会員約 30 人
が、宮地地区の山田川支流の宮地川でヤマメの稚魚を
放流しました。能登高校地域創造科の水産コース 2 年
生 10 人も参加し、加賀市の県内水面水産センターか
ら運ばれてきた体長約 5 センチの稚魚を丁寧に川に放
しました。環境保全活動の一環として 33 回目を迎え
たヤマメの放流。今年は神野地区と合わせて 6,000 匹
の稚魚を放流しました。

ヤマメが住む環境を守る

藤波テニスミュージアム完成
テニスの歴史と魅力を全国に発信

野草などを紹介した冊子について説明する中本さん

里山を次世代に継承したい
森林環境功労者　中本さん受賞報告

　県から「いしかわ森林環境功労者」として表彰され
た鮭尾の中本安昭さんが 5 月 10 日、役場能都庁舎を
訪れ、持木町長に受賞を報告しました。中本さんは春
蘭の里実行委員会会長を務め、地元の小学生から高校
生までを対象にまき割りやキノコ狩りなどを実施した
ほか、一帯に自生する野草や山菜計 120 種類を紹介す
る冊子を作りました。「里山を次世代に継承するため
一層努力したい」と決意を表しました。

　施設の老朽化と能登消防署新築に伴う移転のため、
建設が進められていた上町公民館が完成しました。5
月 21 日に完成記念式典が開かれ、地域住民約 100 人
が参列し、完成を祝いました。式典では林菊男上町区
長が「地域の文化発展に一層の活用を図ります」と謝
辞を述べました。勘椿会による日本舞踊や上町保育所
の園児による踊り、キリコ太鼓保存会による勇壮な太
鼓が披露され、式典に花を添えました。

踊りを披露し、お祝いの言葉を述べる上町保育所園児

地域活動の新拠点が利用開始
上町公民館竣工式

現場から能登活性化のヒントを
能登里山里海マイスター現地実習

ギンナンを使った商品について説明する松本さん（左）

田の神様にお祈りする園児たち

園児が伝統行事「あえのこと」に触れる

　上町、柳田の両保育所の 4 ～ 5 歳児 38 人が 5 月 13 日、
柳田植物公園の合鹿庵で、ユネスコ無形文化遺産「あ
えのこと」について学びました。合鹿庵であえのこと
を実演している上町の中正道さんが、田の神様をもて
なす手順や、料理のいわれについて園児に説明しまし
た。園児は目に見えない田の神様の姿を思い浮かべな
がら、中さんと一緒にかしわ手を打って神様を迎え入
れました。

田んぼの神様見えたかな？

看板除幕式には中学ソフトテニス部の生徒も参加 展示品を見学する神和住純さん
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　5 月 18 日、まつなみキッズセンターに山口県岩国
市の「猿

さ る ま い ざ

舞座」が訪れ、猿回しを披露しました。猿舞
座の村﨑修二さんと息子の耕平さんは、猿の環

たまき

くんと
一緒に全国を巡っています。村崎さんは猿に体罰など
の不快な思いをさせず調教する「本仕込み」で芸を教
えています。「褒めるとできる子になります」と口上
を述べ、輪くぐりやジャンプなど、次々と高度な技を
披露。地域の人や児童から大きな拍手が贈られました。

高度な技に大きな拍手沸く
まつなみキッズセンターに猿回し

大技成功に拍手を贈る児童たち

　「藤波テニスミュージアム」が完成し、5 月 21 日に記念式典が行われました。プロテニスプレー
ヤーの神和住純さんが、「両親の生まれた地に飾ることができ、喜んでいます」とあいさつ。参
列した小中学生には「日本のチャンピオンを目指して、世界に羽ばたいてください」とエールを
贈りました。館内には明治期の木製テニスラケットを始めとする近代化史料など、日本ソフトテ
ニス連盟会長の表孟

たけひろ

宏氏と神和住純さんが寄
贈品を中心に約 6,500 点が展示されています。
町だけでなく日本のテニス史を学ぶことがで
きる、全国に例を見ない貴重な施設です。開
館は月曜と年末年始を除く 9:00 ～ 17:00 で、
入場は無料です。

　金沢大学は能登半島地域活性化を目指し「能登里山
里海マイスター」育成プログラムを実施しています。
5 月 14 日、プログラムの 4 期生約 30 人が県内最大級
のギンナン農園・松本農園で現地実習に臨みました。
代表の松本光雄さんは、30 年前に入植してから現在
までの試行錯誤の日々を紹介しました。「ぜひ第一次
産業に目を向けてください」と呼びかけ、マイスター
による地域活性化に期待を寄せました。
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契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
4月15日～5月14日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額 落札者
平成 28 年度　柳田地区　簡易水道再編
推進事業　設計業務 五十里　外 上下水道課 18,144,000 円 ㈱俵設計

平成 28 年度　能登町埋立処分場　水質
検査業務委託

宇出津山分、柳田、
福光 環境対策課 5,022,000 円 エヌエス環境㈱　

金沢営業所

平成 28 年度　能登町指定ごみ袋購入 越坂（内浦クリー
ンセンター） 環境対策課 10,744,153 円 ㈱千間啓文社

平成 28 年度　能登内浦のドブネ保存活
用事業　収蔵庫建設工事（電気設備） 真脇 教育委員会

事務局 20,520,000 円 ㈲広田電工

平成 28 年度　能登町教育委員会　マイ
クロバス車両購入

宇出津（宇出津小
学校）

教育委員会
事務局 6,188,400 円 ㈲上町モータース

平成 28 年度　医療器械整備事業　汎用
超音波画像診断装置購入

宇出津（公立宇出
津総合病院） 病院 10,692,000 円 冨木医療器㈱

平成 28 年度　生活基盤施設耐震化等交
付金　水道施設等耐震化事業　設計業務 七見　外 上下水道課 10,260,000 円 ㈱俵設計

平成 28 年度　浄化槽市町村整備推進工
事　その 4 鵜川 上下水道課 6,534,000 円 ㈲水上設備

平成 28 年度　消防宇出津分署建設工事
　実施設計業務 宇出津 総務課 24,148,800 円 ㈱土倉建築事務所

募
集

町
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
期
間
…
6
月
15
日
㊌
ま
で

■
対
象
住
宅

桜
木
住
宅
　
鵜
川
30
字
1
番
地

・
1
号
棟
１
３
１
号
、
2
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
６
，０
０
０
円
～
２
３
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
６
，
８
０
０
円
）

・
1
号
棟
１
３
４
号
、
3
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
９
，６
０
０
円
～
２
９
，３
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
５
，
２
０
０
円
）

・
2
号
棟
２
３
５
号
、
3
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
９
，７
０
０
円
～
２
９
，４
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
５
，
４
０
０
円
）

新
港
住
宅
　
宇
出
津
新
港
1
丁
目
49
番
地

・
1
号
棟
２
０
３
号
、
3
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
２
０
，７
０
０
円
～
３
０
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
７
，
６
０
０
円
）

・
1
号
棟
２
０
５
号
、
２
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
４
，９
０
０
円
～
２
２
，２
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
４
，
３
０
０
円
）

※
家
賃
は
所
得
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

■
入
居
資
格

①
町
に
住
所
を
有
す
る
人（
予
定
者
を
含
む
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
入
居
者
の
所
得
月
額
が
１
５
８
，
０
０
０

円
・
裁
量
世
帯
２
５
９
，
０
０
０
円
以
下

⑤
単
身
よ
り
も
複
数
人
の
世
帯
を
優
先

裁
量
世
帯
…
「
身
体
1
級
～
4
級
、
精
神
1

級
～
3
級
、
知
的
Ａ
ま
た
は
Ｂ
と
認
定
さ
れ

た
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
」「
申
込
者
が
昭

和
31
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
で
、
か
つ
同

居
者
の
い
ず
れ
も
が
昭
和
31
年
4
月
1
日
以

前
生
ま
れ
、ま
た
は
18
歳
未
満
で
あ
る
世
帯
」

「
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
」

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
。

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

問
建
設
課
住
宅
係
☎
（
76
）
８
３
０
４
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能
登
町
町
会
区
長
会
連
合
会
の
永
年
在
職

者
表
彰
式
が
5
月
13
日
、
役
場
能
都
庁
舎
で

ニ
ュ
ー
ス

長
年
の
地
域
振
興
に
感
謝

町
会
区
長
会
永
年
在
職
者
表
彰

行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
町
会
長
・
区
長

を
務
め
た
11
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
は
「
町
の
将
来
を
見
据
え
、
着

実
な
ま
ち
づ
く
り
の
あ
ゆ
み
を
進
め
る
た

め
、
今
後
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
受
賞
者
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

▽
在
職
10
年　

髙
出　

闡
（
浜
出
町
区
長
）

髙　

保
一
（
吉
谷
区
長
）
道
上
一
夫
（
ひ
か

り
団
地
区
長
）

▽
在
職
5
年　

山
田
良
憲
（
鵜
川
・
栄
町
区

長
）
久
保
秋
雄
（
神
道
区
長
）
多
田
喜
一
郎

（
宮
地
区
長
）
今
井
藤
𠮷
郎
（
姫
中
組
区
長
）

向　

喜
一（
姫
幸
の
港
区
長
）寺
下
一
博（
昭

和
町
内
会
長
）
松
井
英
芳
（
上
長
尾
区
長
）

谷
内
啓
一
（
立
壁
町
内
会
長
）

永年在職表彰を受けた皆さん

お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
認
定
試
験

日
時　

10
月
19
日
㊌

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
45
分

会
場　

県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

願
書
配
布
期
間

　

7
月
1
日
㊎
～
8
月
5
日
㊎

申
込
受
付
期
間

　

7
月
25
日
㊊
～
8
月
5
日
㊎

実
施
機
関　

県
下
水
道
協
会

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
上
下
水
道
課
☎
（
72
）
２
５
０
７

　陶芸で抹茶茶碗と花器を作成し、そ

の器を用いて茶道・華道を体験。男と

しての嗜
たしな

みと浪漫講話で完結する男性

が対象の講座。全５回です。

集まれ！男性諸君
男の嗜みと浪漫講座

受講生募集
⑤みんなで昼食会

　男としての嗜みと浪漫講話。いつからでも、誰でも始
められるちょっとした趣味の世界のヒントを与えてくれ
る。けっして遅くない男の野心をくすぐるお話です。

講師　当日参加してのお楽しみ　
定員　20 人
参加料　材料費 500 円程度と昼食代（実費負担）
開催日　① 6 月 18 日　② 6 月 25 日　③ 7 月 16 日
　　　　④ 7 月 30 日　⑤ 8 月 27 日
　　　　いずれも時間は 9:30 ～ 12:00
場所　①から③は青少年ホーム、
　　　④⑤はコンセールのと

問宇出津公民館☎ 62-3458

①創って挑戦！（陶芸教室）

　うまくいけば茶碗

②創って挑戦！ パート 2

　うまくいけば花器

③焼き物についての講話

　茶碗、花器に釉薬を塗って仕上げます。そ
の後、焼き物の魅力についての講話

④茶道・華道教室

　一通りの作法を学び、お手前拝見。自分で
作った茶碗で抹茶を楽しみ、自分で作った花
器でミニ華道教室に臨みます。

ひょっとすると、
どんぶり

もしかしたら
水差し

6 月も

熱中症に注意！
　熱中症の発生は 7 ～ 8 月がピーク
ですが、6 月も暑い日は要注意。声を
かけあって、熱中症を予防しましょう。

予防のポイント　
①飲み物を持ち歩く ②温度に気を
配る ③適度に休息 ④食事を十分に

れ
る
額
で
す
。

計
算
例

・
納
め
る
付
加
保
険
料
（
10
年
間
）

　
　

４
０
０
円
×
12
カ
月
×
10
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
４
８
，
０
０
０
円

・
増
え
る
年
金
額
（
年
額
）

　
　

2
０
０
円
×
12
カ
月
×
10
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
２
４
，
０
０
０
円

※
年
金
を
も
ら
い
は
じ
め
て
2
年
を
超
え
る

と
、
年
金
額
が
納
め
た
保
険
料
を
上
回
り
ま

す
。

　
　
　

問
七
尾
年
金
事
務
所

☎
０
７
６
７
（
53
）
６
５
１
１

町
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０

お
知
ら
せ

付
加
保
険
料
納
付
で

将
来
の
年
金
額
を
増
や
せ
ま
す

　

毎
月
定
額
で
納
め
る
保
険
料
の
他
に
、
月

額
４
０
０
円
の
「
付
加
保
険
料
」
の
申
し
出

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

増
え
る
年
金
額
（
年
額
）
は
、「
付
加
保

険
料
を
納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
」
で
得
ら
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【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　議会事務局☎62-8540
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507
　町民課☎62-8500
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　農林水産課☎76-8300
　　　　　　☎76-8302
　農業委員会☎76-8303
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課☎72-2500
　  （児童保育）☎72-2512
　  （医療介護）☎72-2502
　  （福祉庶務）☎72-2503
　  （健康推進）☎72-2504
　  （包括支援）☎72-2513
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509

今月の納期　6月30日木
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
保
険
料

4月 全
期

1
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期
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1 分間でできる県民一斉防災訓練

シェイクアウトいしかわに
ご参加ください

日時　7 月 8 日㊎  11:00 から 1分間

　地震による人的被害の多くが、揺れ
による家具等の倒壊や落下物による負
傷と言われています。
　県民一斉防災訓練「シェイクアウト
いしかわ」は、大地震が発生した際に、
地震の揺れから身を守るため、「しゃ
がむ、隠れる、じっとする」といった「安
全行動」をとって、各自がどう行動し
たらよいかを考える訓練です。

シェイクアウトいしかわ

①県ホームページから参加登録

②訓練当日に県から送信される訓練開始合図のメールなど
にあわせて、「安全行動」を約 1 分間実施してください。

シェイクアウトいしかわ 検索

訓練の流れ

問県危機対策課☎ 076-225-1482　FAX:225-1484
ホームページ　http://www.pref.ishikawa.lg.jp/bousai/shakeout/index.html
携帯電話　http://www.pref.ishikawa.lg.jp/bousai/shakeout/indexk.html

熊本地震被災地へ義援金をお寄せください

　5 月 18 日に開かれた「第 1 回平
成28年熊本地震義援金配分委員会」
で審議した結果、全額を「熊本県」
に寄付することを決定しました。引
き続きご協力をお願いいたします。

問総務課危機管理室☎ 62-8513

　　5 月 18 日現在、1,167,749 円の義援金を
　　お預かりしています。ご協力ありがとうございます。

役場各庁舎・支所、公立宇出津総
合病院、国民宿舎能登うしつ荘・
やなぎだ荘、ラブロ恋路、真脇ポー
レポーレ、藤波運動公園、能登七
見健康福祉の郷「なごみ」

募金箱設置場所

ニ
ュ
ー
ス

「
歳
と
る
ほ
ど
に
志
を
」

老
人
保
健
ビ
ジ
タ
ー
研
修

ッ
プ
の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。「
歌
う

こ
と
で
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

話
す
と
お
り
、
歌
声
と
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
講

演
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

老
人
保
健
ビ
ジ
タ
ー
会
は
、
各
地
域
で
の

お
楽
し
み
会
で
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行

う
な
ど
、
介
護
予
防
普
及
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

　

町
老
人
保
健
ビ
ジ
タ
ー
会
の
総
会
と
研
修

会
が
5
月
17
日
に
内
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
、
会
員
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
県
各
種
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
長
の
常
光
利
惠
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。

常
光
さ
ん
は
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、

認
知
症
ケ
ア
専
門
士
の
資
格
を
有
し
て
い

て
、
白
山
市
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
運
営

し
て
い
ま
す
。「
若
い
世
代
に
か
け
る
言
葉

を
増
や
し
て
磨
き
、
高
齢
期
こ
そ
新
た
な
能

力
を
磨
い
て
く
だ
さ
い
」
と
、
キ
ャ
リ
ア
ア

　

倒
壊
及
び
周
囲
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
の

あ
る
老
朽
化
し
た
空
き
家
を
解
体
す
る
場
合

に
、
解
体
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
を
受
け
ら
れ
る
人

・
原
則
、
空
き
家
等
の
所
有
者
ま
た
は
そ
の

法
定
相
続
人
で
、
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な

い
者
（
個
人
）

補
助
を
受
け
ら
れ
る
空
き
家

　

町
内
に
あ
る
住
居
等
と
し
て
建
築
し
た
建

築
物
で
、
無
人
で
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
確
認
で
き
、
町
空
き
家
等
対
策
検
討
委
員

会
に
お
い
て
、
解
体
及
び
撤
去
に
補
助
金
の

付
与
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た
空
き
家
等

・
戸
建
て
住
宅　
　

・
戸
建
て
貸
家

・
併
用
住
宅
（
店
舗
等
が
廃
業
さ
れ
て
い
る

こ
と
）　　

・
倉
庫
、
物
置
な
ど

主
な
要
件

・
補
助
対
象
の
空
き
家
等
の
全
部
を
解
体
、

撤
去
し
、
更
地
に
す
る
こ
と

・
公
共
事
業
等
の
補
償
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と

・
町
内
の
業
者
が
解
体
工
事
を
行
う
こ
と

補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
に
補
助
率
３
分
の
１
を
乗

じ
た
額
と
し
、
限
度
50
万
円

　

冬
期
間
の
生
活
道
路
等
の
確
保
を
図
る
た

め
、
町
内
の
区
・
自
治
会
が
除
雪
作
業
に
使
用

す
る
小
型
除
雪
機
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
対
象
要
件

　

１
団
体
１
台
限
り
、
中
古
除
雪
機
は
対
象
外
。

維
持
管
理
及
び
運
行
経
費
は
団
体
負
担

交
付
申
請

　

申
請
書
に
、
小
型
除
雪
機
の
見
積
書
お
よ
び

カ
タ
ロ
グ
な
ど
性
能
の
わ
か
る
も
の
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

姉
妹
都
市
交
流
事
業
補
助
金

　

町
の
姉
妹
都
市
（
千
葉
県
流
山
市
・
宮
崎
県

小
林
市
）
で
の
研
修
、
視
察
及
び
交
流
活
動
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
構
成
員
が
５
人
以
上

の
団
体

・
の
と
里
山
空
港
を
往
復
利
用
す
る
こ
と

補
助
額

○
千
葉
県
流
山
市
…
１
人
あ
た
り
5
千
円

○
宮
崎
県
小
林
市
…
１
人
あ
た
り
2
万
円

　

対
象
と
な
る
事
業
や
経
費
に
つ
い
て
、
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
☎
（
62
）
８
５
１
０

空
き
家
等
解
体
補
助
金

小
型
除
雪
機
購
入
費
補
助
金

暮
ら
し
に
役
立
つ
町
の
制
度

補
助
金
交
付
申
請
は
お
早
め
に

お
知
ら
せ

捕
ま
え
た
コ
イ
を

他
の
川
や
池
に
放
さ
な
い
で

　

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
防

止
の
た
め
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
川
や
湖
な
ど
で
釣
っ
た
コ
イ
を
、
他
の
川

や
湖
、
池
な
ど
に
放
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
飼
っ
て
い
る
コ
イ
や
死
ん
だ
コ
イ
を
、
川

や
湖
、
池
に
放
し
た
り
捨
て
た
り
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
は
、
人
に
感

染
し
な
い
た
め
、
感
染
し
た
コ
イ
を
触
れ
て

も
食
べ
て
も
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
コ
イ
の
大
量
死
を
発
見
し
た
場
合
は
、
関

係
機
関
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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水
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７
６
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２
２
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）
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県
内
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面
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☎
０
７
６
１
（
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）
３
３
１
２

役
場
農
林
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課
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（
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）
８
３
０
２


